
9．ノルポルマイド（紳そ斉＝）栂与による   
雛の毒憧についての試験  

芥藤季彦・小林正大・名倉清一  

ノルポルマイドは．東京教育大学農学部，鳥取大学農学部などの試執こおいて，ネズミ重科  

に対する毒性および野外試験における殺そ力は相当高い効果が認められており，他の動物に対  

する毒性は比較的低く，犬．家乱 筆，陳などについては国内文献があるが，鶏については少  

数の外国の文献があるのみで，国内のものほ見あたらない。  

本試験は健康な産卵鶏を用いて．その産卵状況よt）ノルポルマイドの寿惚について試験を行   

なった。   

試験方法   

1；供試男   

碩班プリマス占ック種，40年5月6日ふ化の14ケ月令の産卵鶏 25羽  

2．試廃兵期間  

昭和41年4月1占円から5月7日までの22日間  

5。戎験区分およぴノルポルマイドの投与方法，投与罷  

一95－   



⊂⊃   ⊂）   【：⊃   

l・√）  旧   

u 「  【lニ 田 叶 吏  旨 ！  l l I  ⊂＝l  ⊂）        漣 l瑠 臣せ     四  【⊃   

∪つ   ⊂⊃   l．（つ  

匝 E：【  

国 露  
ぶ   l   l   l  

塙  

濫  漂   

⊂⊃  ⊂⊃  【：⊃  
⊂⊃  しr）  

琴 Nつ ミ  国 ロユ 6 田 ロ ⊂〉  担：ヒ ！芸ぎ  l  l 】  口   l∫） ⊂⊃       ⊂⊃   疫轡      ざ  さ  ぎ  露       【  l  l ⊂⊃ L【つ 、○ √  u 【⊃ ⊂】  ” ま、司  田 ミ    t ‖ l  l ‖ ！ l l  l ll   ミ  ∴∴± ∵子 選民    碍「‾「－        川  頑
小
感
責
〓
二
千
屯
凶
悠
遠
 
 

g  凶  
凶   凶   L   I   t 口  l 口  】 u ‖ l  弓 l l  r     寸   て「  ロ  1ミr  ト√〉           凶  凶  ヨ 冠 ナく  薗  田  卜√〉  1丁  ul    も         ま豆  

脳
L
鯨
 
 
 



ノルポルマイドの投与は，投与日に個体別に体雷を秤昂し，夫々の綬与徴をカプセルにより  

強制投与を行な〔た。   

4．供与材料  

ノルポルマイドの物理的化学的性質  

化学名  5，（a－hydroxy，a－2－PyridyLben2yl）－7－  

ね－2－Pyridylbenzylidene）－   

5－nOrbornene－25－dicarboximide  

（5－（d－ノ、イドロキンーd－2－ピルジル⊥ 

汐ルベ∴／ジクヂソ）－5－ノルポルネンー2・5一首カルポキγキド）  

ヾ：三三・‥＝－ミ・・－…ご・  

C  

化学横道  

∴－1l 、、ご‥ごご：1 
・∫  

C5，5H250ちN5  

511．58   

白色一淡草色の緯買件粉末  

1850c以上  

水二0．0ロム払  

N11   

＼c／   
（′   

0  分子式   

分子最   

外  観   

融  点   

溶解度  

席塩酸：1［l‰以上  

安定性   

I．】頁来そのまゝ  

（1】室温（室内放置）20日間 残存率1Dl．占％  

（2－ 500c  ′′   ′′100．7鳴J・  

（3！5D8c80％RH 〝  104．5偽  

札 o・1N塩敢中（濃度：5像／250－祀0．1叩eI）  

（1）宴温  1週間 残存率・1DO．7％  

〔2）9DOc  5時間   ′′   98．9％  
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E．0．■1NNaOH中（0．てNHC王申にとかし．のち0．岬NaOIlにて）  

刷等億  1i邸苛  残存率  9J‡．0％   

！219がC  5時間  94．D％  

Ⅳ．水車（2〝lダ／250汀ぜ飽和濃度）  

（1）室温  1週間  残存率  98．8％   

（2）90ウc  5時間   〝 101．8％  

以上のようにNorborTnideは極めて安定な化合物である。   

5．給与飼料，管理方法   

給与飼料は市販完全配合飼料を用い，鶏舎は単飼ケージに収容，その他飼養管理は当境の   

常法によった。   

d．調査及び測定  

卜 産卵は個体別に記録し秤許した。   

］．体重は試験開始時，投薬日，終了時および終了4日前の引回個体別に測定した。  

Ⅷ．飼料摂取健は試験開始後の体重測定時に各区ごとに測超した。  

試験結果   

1．産卵率  

産卵率は第2真に示すとおり，試験1一基および試験5区が全体的に他の藩より産卵が少ない。  

各区とも多少寝卵に波は透るが，投薬による急激な産卵の誠少は認められない。  

滞2表   菰 卵 率  
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2．卵  葦   

卵重は堺5表に示すとおり対照区および試顔1．2．五区は夫々各期間大差を言忍めない。試験   

4区は5間および観察期間にやや憂い卵重を示し∴試験5区は2期および観察期間がわずか  

に他の期間より重い卵蔑も示した。  

窮5衷   卵  蛋  

101   102  

58．5  5チ8   
書式験1区   

f旨  数量 100  97   100   

卵  畢   占D．0   58．0  占0．8  
′′2区  

指  数 1（〕0  98  10t】   101   

575  595  

卵 寮  よ 58．2   
” 4区  〝 5区  卵重】  578   99   105  58．占  573   楷数卜憲一     101  99           58．2  591  51．5 l●  「㌫吏二 ’10占   指 数  100  100  102    ー卵 薫1  598  dO．0  l d2．る  ト完「  
＿＿  0  10口⊥  105  仁亘‾‾一  Tる2．5    指堅⊥  10       工コ示   丁盲‾妄「  ■‾■‾一≠“て這妻蒜蒜盲■       ”5竺ゼ  一組察期禦   「  卵 重  5♀5      占0や t用5  599    指 数  1DD       101    卵 重王  占0．1・       5♀9  5チ7            †00  99   l            n  占0．8  l●    ∃         102  

5＿ 体  重   

体婁は第4表のとおり対照区および試験2．5－4・5区は殆んど変化は認められず，試験1区  

はやゝ減少の傾向にあるが投薬の影響によるものとは思われない。  
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笥4表． 体  重  
王  

2．925  2，912  

18D．2  9只7   999   100・5  

2．8（〕0   2フ占0   2．778   2．754  

4月50日   巨5月5日   98．0   9d。占   972  95．7   

体 重  2．750   2．740   2．721   2フ5d   2．728  

ん 2．区  

指 数  10D．0   99占   98．9   995   9チ2   

2．550   255乏  

2552  254（ら  
995 －  991   9R5  

体重l2．479 t  2．554   2．515   2＿495  

102．2   101．5   1D8一ム  〝 る区  体 意  257D l           指数 l  100・0岳 9叫  】              u 指数い0ロ・○ 、仙＿Ⅶ＿＿L＿■＿＿ 体重ぎ2フd8 ‖   2．492 100．5 2．740                       t2フ20 …  2フ72   2フ55  

】  
∋指数  1〔】0月   995   

9鼠0  985  1qO・1  

4．飼料摂取量および飼料要求率  

飼料の摂取蜃は各区ごとに秤蜃したものを1羽1日当りに算出したものである．   

飼料要求率は体重および産卵に左右されることが多いので，産卵の低い試験1区および試   

験5区は産卵率の高い試験2区など，他の区よりは各期間とも高い要求率を示している。  
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第5表  一飼料摂取患および飼料要求率  

同  投紺雨音1期       観察欄間  
1；；；・1  区  分               対照区  ・皇・－・一  1…．；； 童 1器汁   140．5  140．8          ーて言5■■‾1  2フ8   

要  求  率   5．19  
i 

乙1占   5．10   D   

1日1羽当り   

12‘．1  155．9   
1抽5 t  128．5  150．D  

〝 2区  
2，87   2．50  2月4  

1［】1羽当り  1291  140．9   145．5   145．d  

要 求 率  12■55  2．85           ⊥  141．占         要 求 率  2，る1  －  5・04  2．91  2．94  2．71    1日1羽当リ 要求率  122．5 2」58  151．9  151．5  129占  1578     15・02  乙9る  2．55  2．5d            1151・1  155．5    1日1羽当り  154る  15d．2  15ふ2  ！′′5区 ロ  要 求 率  5．占5  i 5・05  
投薬前と投薬以後のそれぞれの期間の要求率は各区まちまちで，必ずしも投射こ影響して   

いるものとは思われない。   

その触発死鶏，病鵜の発生はなく，鶏の活九糞便なども各区の間に差異は謎められな  

かった。   

要約および結論   

産卵鶏に鞭そ剤であるノルポルマイドを次表の区分で投与し，その産卵状況健康状悪から  

毒性を試験した結果，産卵，卵重，飼料要求率，体重，外観上の鶴の活力など，各区の問お  

よび投薬前と比較して，特に目立った陸曹は認められなかった。  

区   分   供試羽数  投与回彗   

〝 4区   ．1回の投与最  繰 与 罷    対l照 区  4    ⊥ －    試験1区  4  50 叩  L」50ノ叩  1匝1  〝 2区  4  100  10D  1珂  〝 5区  4  5〔】    150   5日間怖で5     4  100     5DO   同   上  〝 5区  5  50二1ニラ盲己‾‾－▲▲   1日1回連続9  



ノルポルマイドの鶏に対する毒性についてはなお，本試験以上の投与景，投与回数，病理  

学的検討を加える必要はあるが，実用的見地から見れば，養鶏場で本剤を使用しても特に障  

害はないものと思われる。  
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